
代
表
的
研
究
所
を
訪
ね
る
③

　
　
　

～
産
業
技
術
総
合
研
究
所
と
環
境
研
究
所
～

　

イ
ギ
リ
ス
の
文
豪
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
悲
劇
『
ハ

ム
レ
ッ
ト
』
の
第
３
幕
第
２
場
で
、
主
人
公
の
王
子

ハ
ム
レ
ッ
ト
は
旅
廻
り
劇
団
の
座
長
に
言
い
聞
か

せ
る
。「
そ
も
そ
も
芝
居
と
い
う
も
の
は
今
も
昔
も

言
わ
ば
森
羅
万
象
を
鏡
に
映
し
て
（M

irror up to 
nature

）
善
悪
に
そ
れ
ぞ
れ
の
姿
を
描
い
て
示
し
各

時
代
の
社
会
の
姿
を
く
っ
き
り
と
映
し
出
す
こ
と
だ

か
ら
ね
」（
市
河
三
喜
、松
浦
嘉
一
訳
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』

よ
り
）。
文
豪
の
演
劇
観
を
表
現
し
た
こ
と
ば
と
し

て
著
名
だ
が
、
独
立
行
政
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究

所
（
以
下
産
総
研
）
を
取
材
で
訪
ね
木
漏
れ
日
の
中

に
芝
生
の
広
が
る
広
大
な
敷
地
を
散
策
し
た
際
、
ハ

ム
レ
ッ
ト
の
上
記
の
台せ

り
ふ詞
が
ふ
と
思
い
出
さ
れ
た
。

突
飛
な
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
私
は
産
総
研
の
研
究

開
発
が
「
森
羅
万
象
を
鏡
に
映
し
て
」
い
る
と
の
強

い
印
象
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。

　

産
総
研
の
歴
史
は
明
治
15
年
に
設
立
さ
れ
た
農
商

務
省
地
質
調
査
所
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
の
後
幾い

く

多た

の
変
遷
を
経
て
、
最
終
的
に
旧
通
産
省
産
業
工
業

技
術
院
の
15
の
研
究
所
と
計
量
教
習
所
が
統
合
・
再

編
さ
れ
て
平
成
13
年
（
２
０
０
１
）
４
月
に
産
総
研

が
創
設
さ
れ
た
。
同
研
究
所
が
日
本
を
代
表
す
る
研

究
機
関
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
人
は
い
な

グ
を
見
て
み
よ
う
。①
材
料
科
学
：
世
界
順
位
９
位
、

国
内
順
位
３
位
。
②
化
学
：
世
界
順
位
14
位
、
国
内

順
位
４
位
。
③
物
理
学
：
世
界
順
位
55
位
、
国
内
順

位
９
位
。（
ト
ム
ソ
ン
・
ロ
イ
タ
ー
社
２
０
１
３
年

度
研
究
機
関
論
文
ラ
ン
キ
ン
グ
、
２
０
１
３
年
４
月

16
日
発
表
）

◇

　

研
究
分
野
と
注
目
研
究
成
果
例
を
見
て
み
よ
う
。

案
内
書
か
ら
引
用
す
る
。
主
な
研
究
分
野
は
６
つ
で

あ
る
。
ユ
ニ
ッ
ト
は
研
究
グ
ル
ー
プ
（
私
は
以
下
の

〈
研
究
成
果
〉
が
す
べ
て
理
解
で
き
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
）。

①�

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
13
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
）、〈
研
究

成
果
〉
粘
土
膜
（
ク
レ
ー
ス
ト
）
か
ら
の
機
能
材
料

開
発
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
蓄
電
池
用
コ
バ
ル
ト
フ

リ
ー
電
極
材
料

②�

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
（
８
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
）、〈
研
究
成

果
〉
Ｒ
Ｎ
Ａ
ベ
ク
タ
ー
で
つ
く
る
高
品
質
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
、
ヒ
ト
型
ロ
ボ
ッ
ト
で
ベ
ン
チ
ワ
ー
ク
を
高
度
化

③�

情
報
通
信
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
（
10
研
究
ユ
ニ
ッ

ト
）、〈
研
究
成
果
〉
全
印
刷
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
圧
力
セ
ン

サ
ー
、
能
動
的
音
楽
鑑
賞
サ
ー
ビ
ス
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
Ｅ

④�

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
材
料
・
製
造
（
５
研
究
ユ
ニ
ッ

ト
）、〈
研
究
成
果
〉
重
希
土
類
元
素
を
含
ま
な
い
高

性
能
Ｓ
ｍ
‐
Ｆ
ｅ
‐
Ｎ
焼
結
磁
石
、
ハ
ン
デ
ィ
燃
料

電
池
シ
ス
テ
ム
と
マ
イ
ク
ロ
チ
ュ
ー
ブ
固
体
酸
化
物

燃
料
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル

⑤�

計
測
・
計
量
標
準
（
３
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
）、〈
研
究
成
果
〉

ナ
ノ
粒
子
計
測
の
た
め
の
校
正
・
試
験
用
標
準
粒
子

⑥�

研
究
地
質
（
３
ユ
ニ
ッ
ト
）、〈
研
究
成
果
〉
活
断
層

の
調
査
、
地
中
熱
利
用
に
適
し
た
地
域
を
示
す
地
中

熱
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
マ
ッ
プ◇

　

産
総
研
の
第
３
期
重
要
課
題
で
あ
る
。
案
内
書
に

は
「
21
世
紀
型
課
題
と
解
決
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

喫
緊
の
研
究
テ
ー
マ
と
い
え
る
。
同
書
か
ら
引
用
す

る
（
内
容
は
難
解
で
あ
る
）。

①�

グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
（
代
表
例
：
太

陽
光
パ
ネ
ル
の
屋
外
暴
露
実
験
施
設
）

　

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

・
資
源
の
確
保
と
有
効
利
用

　

・
基
盤
と
な
る
材
料
／
デ
バ
イ
ス

　

・
産
業
の
環
境
負
荷
低
減

　

・
評
価
／
管
理
技
術

②�

ラ
イ
フ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
（
代
表
例
：
１

滴
の
血
液
で
健
康
診
断
）

　

・
健
康
を
守
る

　

・
健
康
な
生
き
方
を
実
現
す
る

　

・
生
活
安
全
を
確
保
す
る

③�

先
端
技
術
開
発
へ
の
挑
戦
（
代
表
例
：
Ｉ
Ｔ
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）

　

・
先
端
通
信
デ
バ
イ
ス
／
シ
ス
テ
ム

　

・
革
新
的
材
料
／
シ
ス
テ
ム
製
造

　

・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援

④�

知
的
基
盤
の
整
備
（
代
表
例
：
超
高
性
能
で
小
型
化

さ
れ
た
標
準
抵
抗
器
）

　

・
計
測
評
価
の
基
盤

　

・
計
量
の
標
準

　

・
地
質
の
調
査

　

�　

開
か
れ
た
研
究
機
関
と
し
て
「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
強
化
」に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

①
拠
点
機
能
の
整
備

　

・‌�

産
総
研
を
拠
点
と
し
て
研
究
開
発
、
製
品
化
、
標

準
化
等
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
進
め
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
産
総
研
の
「
人
」
と
「
場
」
を
活
用

す
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の
た
め
の

拠
点
機
能
を
整
備
し
、
研
究
開
発
発
動
等
を
通
じ

て
異
な
る
組
織
や
人
や
そ
の
知
が
交
流
す
る
協
創

場
の
形
成
を
目
指
す

　

・‌�

共
同
研
究
件
数
：
３
２
６
０
件
（
平
成
24
年
度
）

②
産
学
官
連
携
拠
点
の
事
例

　

・‌��

つ
く
ば
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
リ
ー
ナ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

拠
点
（
Ｔ
Ｉ
Ａ
‐
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
）

　

・‌�

太
陽
電
池
研
究
開
発
（
つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
、
九
州

セ
ン
タ
ー（
産
総
研
の
地
方
セ
ン
タ
ー
の
ひ
と
つ
）、

福
島
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
（FREA

））

　

・‌�

生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
安
全
研
究
拠
点
（
つ
く
ば
セ

ン
タ
ー
）

　

・‌�

技
術
研
究
組
合
（
参
加
組
合
数
：
19
組
合
）

◇

　

研
究
所
に
伺
っ
て
２
つ
の
研
究
現
場
を
案
内
し
て

い
た
だ
い
た
。「
太
陽
光
発
電
」（
研
究
者
櫻
井
啓
一

郎
氏
）と「
水
を
き
れ
い
に
」（
研
究
者
根
岸
信
彰
氏
）

で
あ
る
。

　

太
陽
光
発
電
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
に
は
８
つ
の

チ
ー
ム
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
シ
ス
テ
ム
チ
ー
ム
は

太
陽
光
発
電
（
Ｐ
Ｖ
）
シ
ス
テ
ム
の
健
全
な
普
及
拡

大
を
助
け
る
研
究
を
数
多
く
手
掛
け
て
い
る
。
例
え

ば
、
左
記
の
よ
う
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

・‌�

Ｐ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
の
長
期
信
頼
性
及
び
安
全
性
に
関
す

る
取
り
組
み

　

�　

Ｐ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
は
一
般
に
20
年
以
上
運
用
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
最
も
重
要
な
構
成
機
器
で

あ
る
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
利
用
者
の
目
の
届
か

な
い
屋
根
の
上
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
運
転
中

は
無
音
・
無
可

動
で
あ
る
。
ま

た
Ｐ
Ｖ
シ
ス
テ

ム
の
発
電
電
力

は
周
辺
環
境
や

時
々
刻
々
変
動

す
る
気
象
の
影

響
を
受
け
る
た

め
、
長
い
運
用

期
間
中
に
お
け

る
発
電
性
能
の

低
下
や
安
全
リ
ス
ク
の
増
大
に
気
付
き
に
く
い
面
が

あ
る
。

　

�　

Ｐ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
は
パ
ワ
コ
ン
（
イ
ン
バ
ー
タ
ー
）

の
運
転
を
停
止
し
て
も
、
光
の
あ
る
限
り
太
陽
電
池

モ
ジ
ュ
ー
ル
自
体
は
直
流
電
圧
を
発
生
し
続
け
る
た

め
、
Ｐ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
建
築
物
の
火
災
が

発
生
し
た
場
合
に
、
太
陽
光
や
作
業
用
照
明
に
よ
っ

て
消
火
活
動
中
の
消
防
士
が
感
電
す
る
リ
ス
ク
が
潜

在
し
て
い
る
。

　

�　

研
究
チ
ー
ム
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
、

異
常
の
検
出
手
法
の
開
発
・
啓
発
さ
ら
に
は
消
防
関

係
者
用
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
等
を
通
じ
て
、
Ｐ
Ｖ

シ
ス
テ
ム
が
よ
り
安
全
に
長
期
間
発
電
を
続
け
ら
れ

る
こ
と
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
種
々
進
め
て
い

る
。

 

・‌�

Ｐ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
の
発
電
量
予
測
技
術
に
関
す
る
取
り

組
み

　

�　

研
究
チ
ー
ム
で
は
、
気
象
デ
ー
タ
等
を
も
と
に
広

範
囲
に
設
置
さ
れ
た
Ｐ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
の
発
電
量
を
事

前
に
予
測
す
る
手
法
の
研
究
開
発
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
Ｐ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
が
大
量
に
連
携
さ

れ
た
電
力
イ
ン
フ
ラ
に
お
い
て
も
発
送
電
設
備
の
計

画
運
用
が
よ
り
容
易
に
な
り
、
電
力
貯
蔵
等
の
機
能

の
設
備
も
最
小
限
で
済
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
（
産

総
研
編
集
『
ト
コ
ト
ン
や
さ
し
い 

太
陽
電
池
の
本　

第
２
版
』（
日
刊
工
業
新
聞
社
）
が
参
考
に
な
る
）。

★

　

続
い
て
環
境
負
荷
制
御
研
究
グ
ル
ー
プ
の
「
ア

ジ
ア
戦
略
『
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』」
の
研
究
「
太
陽

の
光
で
水
を
キ
レ
イ
に
」
で
あ
る
。
案
内
書
か
ら

引
用
す
る
。

　
「
こ
の
地
球
上
に
は
、
キ
レ
イ
な
水
が
手
に
入
り

に
く
い
た
め
に
、
多
く
の
人
た
ち
が
病
気
な
ど
に

苦
し
ん
で
い
る
地
域
が
、
ま
だ
た
く
さ
ん
残
っ
て

い
ま
す
。
産
総
研
で
は
、
光
触
媒
を
利
用
し
て
水

の
浄
化
を
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。
地
球
の
ど
こ
で
も
受
け
ら
れ
る
太
陽
の
恩
恵

で
、
キ
レ
イ
な
水
を
み
ん
な
が
使
え
て
、
病
気
が

減
っ
て
生
活
が
豊
か
に
な
る
、
そ
ん
な
未
来
を
つ

い
だ
ろ
う
。「
技
術
立
国
」
日
本
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン

ナ
ー
、
日
本
の
国
益
を
左
右
す
る
巨
大
な
機
関
で
あ

る
。
人
類
の
進
歩
発
展
に
つ
な
が
る
産
業
技
術
の
研

究
は
分
野
を
問
わ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
で
あ
る
。

平
成
26
年
度
の
産
総
研
の
案
内
書
は
言
う
。

○�

基
本
理
念
：
産
業
技
術
の
向
上
を
通
じ
た
社
会
の

発
展
に
寄
与
。

○�

ミ
ッ
シ
ョ
ン
：
①
持
続
的
発
展
可
能
な
社
会
実
現

へ
の
貢
献
、
②
産
業
競
争
力
強
化
へ
の
貢
献
、
③

産
業
政
策
の
地
域
展
開
へ
の
貢
献
、
④
産
業
技
術

政
策
立
案
へ
の
貢
献
、
⑤
技
術
経
営
力
の
強
化
に

寄
与
す
る
人
材
育
成
へ
の
貢
献
（
以
上
５
項
目
）。

　

組
織
の
概
要
を
見
て
み
よ
う
。
収
入

９
０
３
億
７
３
０
０
万
円
（
平
成
24
年
度
決
算
）。

研
究
ユ
ニ
ッ
ト
数
42（
研
究
部
門
21
、研
究
セ
ン
タ
ー

21
）、
職
員
数
２
９
３
８
人
（
平
成
25
年
４
月
１
日

現
在
、
研
究
職
員
２
２
８
１
人
、
事
務
職
員
６
５
７

人
）、
そ
の
他
の
ス
タ
ッ
フ
（
招
聘
研
究
員
１
５
６

人
、
ポ
ス
ド
ク
（
博
士
号
取
得
者
で
非
正
規
職
員
）

２
５
９
人
、
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
１
６
０
２
人
）。

さ
ら
に
は
産
学
官
連
携
制
度
等
に
よ
る
受
け
入
れ
研

究
者
等
は
約
４
５
０
０
人
に
上
り
（
平
成
24
年
度
実

績
）、
そ
の
内
外
国
籍
の
研
究
者
は
約
４
０
０
人
で

あ
る
。
研
究
者
ら
の
経
歴
や
数
か
ら
見
て
も
日
本
を

代
表
す
る
研
究
所
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

さ
ら
に
驚
く
べ
き
数
字
が
あ
る
。
論
文
ラ
ン
キ
ン

つ
く
ば
よ
、
ト
ッ
プ
を
め
ざ
せ

～
学サ

イ

エ

ン

ス
・
シ

テ

ィ

術
研
究
都
市
50
年
・
筑
波
大
学
40
年
・
Ｔ
Ｘ
10
年
…
～

作
家
　
高
崎
哲
郎

連
載
第
９
回

巨大太陽光パネル（産総研）



　

・‌�

地
球
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
温
室
効
果
ガ
ス
等
の

観
測
・
解
析
及
び
そ
れ
ら
の
地
球
環
境
で
の
循
環

実
態
と
そ
の
長
期
的
変
動
機
構
の
解
明

　

・‌�

地
球
環
境
変
動
の
実
態
解
明
に
よ
る
将
来
予
測
の

精
微
化

　

・‌�

気
象
変
動
に
対
す
る
地
球
規
模
の
影
響
リ
ス
ク
の

評
価

　

・‌�

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制
策
（
緩
和
策
）・
適
応
策

の
総
合
評
価
、
政
策
立
案
に
資
す
る
科
学
的
知
見

の
提
供

　

・‌�

地
球
環
境
の
戦
略
的
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
、
地
球

環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
、
地
球
環
境
研
究
の
支

援
事
業
等

②�

循
環
型
社
会
実
現
に
向
け
た
研
究
分
野
（
資
源
循
環
・

廃
棄
物
研
究
セ
ン
タ
ー
）

　

・‌�

循
環
型
社
会
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
資
源
性
・
有
害

性
物
質
の
国
際
的
な
適
正
管
理
手
法
、
ア
ジ
ア
現

地
に
適
合
し
た
廃
棄
物
処
理
処
分
技
術
・
廃
棄
物

管
理
シ
ス
テ
ム
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
資
源
循

環
シ
ス
テ
ム
の
構
築
）

　

・‌�

政
策
対
応
型
廃
棄
物
管
理
研
究
（
焼
却
・
熱
処
理

シ
ス
テ
ム
、
埋
め
立
て
管
理
手
法
、
液
状
廃
棄
物

処
理
、
石
綿
・
廃
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ
処
理
・
不
法
投
棄
対
策
、

再
生
品
の
環
境
安
全
性
評
価
）。
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ
は
難
分

解
性
、
高
蓄
積
性
、
長
距
離
移
動
性
、
有
害
性
（
人

の
健
康
・
生
態
系
）
を
持
つ
物
質
の
こ
と
で
あ
る
。

　

・‌�

萌
芽
的
基
盤
研
究（
制
度
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
基
盤
研
究
、

基
盤
安
全
性
評
価
）

　

・‌�

３
Ｒ
（
リ
サ
イ
ク
ル
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
デ
ュ
ー
ス
）

分
野
に
お
け
る
ア
ジ
ア
研
究
・
技
術
開
発
推
進
基

盤
構
築

　

・‌�

災
害
・
放
射
能
汚
染
廃
棄
物
等
対
策
研
究

③�

安
全
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
環
境
研
究
分
野（
環

境
リ
ス
ク
研
究
セ
ン
タ
ー
）

　

・‌�

化
学
物
質
の
毒
性
を
予
測
す
る
手
法
の
開
発

　

・‌�

化
学
物
質
等
の
環
境
か
く
乱
要
因
の
生
態
系
へ
の

影
響
解
明
と
リ
ス
ク
評
価

　

・‌�

化
学
物
質
の
生
体
影
響
を
評
価
す
る
手
法
の
開
発

と
標
準
化

く
る
た
め
の
技
術
で
す
」。

　

飲
料
水
の
汚
染
の
原
因
は
、
主
に
細
菌
、
農
薬
、

工
業
廃
水
の
混
入
、
天
然
由
来
の
有
害
物
質
等
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
物
質
の
除
去
の
手
段
と
し
て
光
触
媒

が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
光
触
媒
の
動
作
原
理
は
太
陽

電
池
と
同
じ
で
あ
る
。
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
え
る
か
、
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る

か
の
違
い
し
か
な
い
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て

光
触
媒
は
周
り
に
あ
る
有
機
汚
染
物
質
を
Ｃ
Ｏ
２
ま

で
分
解
し
て
し
ま
う
。
こ
の
光
触
媒
の
持
つ
性
質
を

水
処
理
に
応
用
す
れ
ば
、
水
を
き
れ
い
に
で
き
る
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。
発
展
途
上
国
の
多
く
は
熱
帯
地

域
に
位
置
し
て
い
る
。
太
陽
光
を
積
極
的
に
使
う
こ

と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
上
手
に
使
え
ば
安
上
が
り

で
あ
る
。
各
家
庭
１
台
の
よ
う
な
設
置
方
式
も
可
能

だ
と
い
う
。
大
い
に
期
待
し
た
い
。

　

産
総
研
で
は
こ
の
他
、
地
震
や
津
波
の
調
査
研
究

で
も
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
紙
面
の
制
限
で

紹
介
で
き
な
い
の
が
誠
に
残
念
で
あ
る
。

◇

　

独
立
行
政
法
人
国
立
環
境
研
究
所
を
訪
ね
た
。
産

総
研
と
は
い
さ
さ
か
立
場
を
異
に
す
る
が
、
こ
ち
ら

の
研
究
開
発
も
「
森
羅
万
象
を
鏡
に
映
し
て
」
い
る

と
断
言
で
き
る
。
つ
く
ば
市
の
学
園
西
大
通
り
に
面

し
た
正
門
か
ら
長
い
緑
の
ト
ン
ネ
ル
を
進
む
。
広
い

敷
地
は
木
々
の
緑
で
あ
ふ
れ
て
す
が
す
が
し
い
。
や

は
り
「
環
境
」
研
究
所
で
あ
る
。
同
研
究
所
に
は

「
憲
章
」
が
あ
る
。
曰
く
、「
国
立
環
境
研
究
所
は
、

今
も
未
来
も
人
び
と
が
、
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
環
境

を
、
ま
も
り
は
ぐ
く
む
た
め
の
研
究
に
よ
っ
て
、
広

く
社
会
に
貢
献
し
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
研
究
所

に
働
く
こ
と
を
誇
り
と
し
、そ
の
責
任
を
自
覚
し
て
、

自
然
と
社
会
と
生
命
の
か
か
わ
り
の
理
解
に
基
づ
い

た
、
高
い
水
準
の
研
究
を
進
め
ま
す
」

　

・‌�

網
羅
的
測
定
に
よ
る
多
様
な
化
学
物
質
の
曝
露
と

影
響
の
実
態
把
握

　

・‌�

化
学
物
質
の
環
境
分
析
や
排
出
・
曝
露
状
況
を
解

析
す
る
数
理
手
法
の
開
発

　

・‌�

環
境
リ
ス
ク
評
価
の
実
施
や
指
針
値
の
策
定
等
の

環
境
施
策
を
推
進
す
る
基
盤
の
構
築

④�

大
気
や
水
等
の
地
域
環
境
問
題
の
研
究
分
野
（
地
域

環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
）

　

・‌�

東
ア
ジ
ア
の
広
域
越
境
大
気
汚
染
の
解
明

　

・‌�

東
シ
ナ
海
の
７
海
洋
環
境
影
響
の
評
価

　

・‌�

流
域
圏
の
生
態
系
機
能
と
物
質
循
環
の
評
価

　

・‌�

多
媒
体
環
境
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
実
態
把
握
・

動
態
解
明

　

・‌�

コ
ベ
ネ
型
環
境
技
術
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
社
会
実
装

研
究

　

・‌�

都
市
大
気
汚
染
と
流
域
圏
環
境
に
関
す
る
基
盤
的

研
究

　

・‌�

地
域
の
大
気
環
境
や
水
環
境
の
長
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

⑤�

人
間
活
動
が
生
物
・
生
態
系
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す

る
研
究
分
野
（
生
物
・
生
態
系
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
）

　

・‌�

種
の
絶
滅
リ
ス
ク
の
評
価

　

・‌�

効
果
的
な
保
護
区
設
定
の
検
討

　

・‌�

外
来
生
物
の
防
除
手
法

　

・‌�

気
候
変
動
に
対
す
る
生
物
の
応
答
予
測

　

・‌�

開
発
や
有
害
物
質
に
よ
る
生
物
・
生
態
系
へ
の
影
響

　

・‌�

絶
滅
危
惧
生
物
種
の
遺
伝
資
源
の
保
存

　

・‌�

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
用
い
た
種
判
別
手
法
の
開
発

　

・‌�

長
期
生
態
系
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
湖
沼
・
遺
伝
子
組

換
え
植
物
）

⑥�

人
間
活
動
に
よ
る
環
境
変
動
が
健
康
に
及
ぼ
す
影
響

の
研
究
分
野
（
環
境
健
康
研
究
セ
ン
タ
ー
）

　

・‌�

免
疫
・
ア
レ
ル
ギ
ー
系
等
へ
の
影
響
と
そ
の
機
構

の
解
明
に
向
け
て
、
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
の
探
索
と

そ
の
評
価
に
関
す
る
研
究

　

・‌�

生
理
機
能
や
生
体
反
応
に
及
ぼ
す
影
響
と
そ
の
機

構
解
明
の
た
め
の
実
験
的
研
究

　

・‌�

実
験
に
よ
る
知
見
か
ら
疫
学
研
究
成
果
ま
で
を
広

く
体
系
化
、
総
合
化
す
る
た
め
の
方
法
論
を
検
討

　

・‌�

環
境
汚
染
物
質
・
環
境
因
子
が
健
康
へ
及
ぼ
す
影

　

環
境
研
究
所
は
昭
和
49
年
（
１
９
７
４
）
３
月
筑

波
研
究
学
園
都
市
に
発
足
し
た
国
立
公
害
研
究
所
を

母
体
と
し
て
い
る
。
幅
広
い
環
境
研
究
に
学
際
的
か

つ
総
合
的
に
取
り
組
む
唯
一
の
研
究
機
関
と
し
て
設

置
さ
れ
た
。
平
成
２
年
（
１
９
９
０
）
７
月
全
面
的

改
組
が
行
わ
れ
環
境
研
究
所
が
誕
生
し
、
同
年
10
月

地
球
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
が
新
設
さ
れ
た
。
平
成
13

年
１
月
環
境
省
が
発
足
し
て
、
研
究
所
内
に
廃
棄
物

研
究
部
が
新
設
さ
れ
た
。
同
年
４
月
独
立
行
政
法
人

と
な
り
第
１
期
中
期
計
画
を
作
成
し
た
。
平
成
25
年

３
月
第
３
期
中
期
計
画
を
変
更
し
た
。
こ
の
間
、
平

成
22
年
８
月
に
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
ご
視
察
さ
れ

て
い
る
。
両
陛
下
は
環
境
問
題
に
強
い
関
心
を
示
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

同
研
究
所
で
は
第
３
期
中
期
計
画
に
基
づ
き
環
境

研
究
の
柱
と
な
る
研
究
分
野
を
設
定
し
、
８
つ
の
研

究
セ
ン
タ
ー
の
下
で
、
長
期
に
継
続
的
に
進
め
る
べ

き
研
究
を
含
め
て
推
進
し
て
い
る
。
同
時
に
喫
緊
の

対
応
が
必
要
な
課
題
な
ど
に
つ
い
て
は
研
究
プ
ロ
グ

ラ
ム
群
を
設
定
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
東
日
本
大

震
災
後
に
よ
る
環
境
汚
染
へ
の
対
応
と
復
興
に
つ
い

て
は
、
発
生
直
後
か
ら
災
害
環
境
研
究
と
し
て
位
置

づ
け
、
そ
の
中
間
的
な
報
告
は
「
東
日
本
大
震
災
後

の
災
害
環
境
研
究
の
成
果
」
と
し
て
取
り
ま
と
め

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
デ
ィ
ア
に
公
表
し
た
。
大
災
害

の
被
災
状
況
を
環
境
の
視
点
か
ら
と
ら
え
た
重
要
な

報
告
書
で
あ
る
。
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
問
題
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
（
専
門
用
語
が
少
な
か
ら
ず
出

て
く
る
が
ご
容
赦
願
い
た
い
）。

◇

　

８
つ
の
中
核
的
な
研
究
セ
ン
タ
ー
（
研
究
組
織
）

に
つ
い
て
、
研
究
所
の
資
料
を
基
に
紹
介
す
る
。

①�

地
球
規
模
の
環
境
研
究
分
野
（
地
球
環
境
研
究
セ
ン

タ
ー
）

響
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
疫
学
調
査
手
法
の
開

発
、
そ
の
高
度
化
の
方
法
に
関
す
る
検
討

　

・‌�

エ
コ
チ
ル
調
査
を
推
進
す
る
た
め
に
、
参
加
者
の

募
集
、
デ
ー
タ
及
び
生
体
試
料
等
の
集
積
・
保
護

業
務
、
な
ら
び
に
出
生
し
た
子
ど
も
に
つ
い
て
６

か
月
毎
に
実
施
す
る
質
問
票
に
よ
る
追
跡
調
査
等

の
実
施
。（
エ
コ
チ
ル
調
査
は
子
ど
も
を
対
象
に
し

た
環
境
調
査
）

⑦�

環
境
問
題
を
人
間
活
動
と
の
接
点
か
ら
と
ら
え
る
研

究
分
野
（
社
会
環
境
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
）

　

・‌�

環
境
と
社
会
が
調
和
す
る
社
会
に
向
け
た
シ
ナ
リ

オ
と
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
構
築
及
び
そ
の
実
現
方
策

の
立
案

　

・‌�

環
境
・
社
会
経
済
の
統
合
モ
デ
ル
の
開
発
と
改
良

を
進
め
て
、
世
界
と
日
本
、
地
域
、
都
市
の
政
策

分
析
を
社
会
に
提
供

　

・‌�

環
境
調
和
型
の
都
市
と
モ
デ
ル
街
区
の
シ
ス
テ
ム

と
持
続
可
能
な
生
産
と
消
費
の
あ
り
方
の
社
会
実

装
研
究

　

・‌�

環
境
政
策
・
制
度
の
解
析
や
環
境
意
識
等
に
関
す

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
社
会
と
科
学
に
関
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
研
究

⑧�

環
境
研
究
の
基
幹
と
な
る
環
境
計
測
の
研
究
分
野（
環

境
計
測
研
究
セ
ン
タ
ー
）

　

・‌�

実
環
境
中
の
試
料
を
用
い
た
環
境
基
準
物
質
の
作

製
と
頒
布

　

・‌�

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ
等
の
有
機
化
合
物
の
一
斉
・
網
羅
分
析

法
の
開
発

　

・‌�

水
銀
を
は
じ
め
と
す
る
無
機
元
素
同
位
体
の
計
測

技
術
開
発

　

・‌�

海
洋
循
環
や
大
気
微
量
ガ
ス
の
動
態
把
握
の
た
め

の
ト
レ
ー
サ
ー
開
発

　

・‌�

環
境
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
脳
神
経
系
の
応
答
計
測

　

・‌�

衛
星
な
ら
び
に
地
上
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た

エ
ア
ロ
ゾ
ル
計
画
（
エ
ア
ロ
ゾ
ル
は
気
体
中
に
浮

遊
す
る
微
小
な
液
体
ま
た
は
個
体
の
粒
子
）

　

・‌�

画
像
計
測
技
術
を
活
用
し
た
生
態
系
監
視
の
手
法

開
発

◇

　

環
境
研
究
所
は
研
究
成
果
の
公
開
・
普
及
を
図
っ

て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
国
内
外
の
研
究

者
ら
を
対
象
に
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
毎
年
６
月
の

環
境
月
間
に
開
催
し
て
い
る
。
研
究
所
の
一
般
公
開

は
毎
年
４
月
の
科
学
技
術
週
間
と
夏
休
み
（
７
月
）

に
行
わ
れ
、
環
境
ミ
ニ
講
座
や
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
が

人
気
を
博
し
て
お
り
、
科
学
好
き
の
小
中
学
生
や
家

族
連
れ
な
ど
で
終
日
に
ぎ
わ
う
。
研
究
学
園
都
市
の

研
究
所
に
は
魅
力
的
な
研
究
開
発
を
続
け
て
い
る
と

こ
ろ
が
多
く
、
で
き
る
限
り
紹
介
し
た
い
の
だ
が
、

「
研
究
所
探
訪
記
」
は
今
回
で
ひ
と
ま
ず
終
了
と
す

る
。

（
参
考
文
献
：
産
総
研
と
環
境
研
究
所
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ

い
た
資
料
、
関
連
図
書
、
新
聞
記
事
等
は
か
な
り
の
数
に
上
る
。

文
献
名
を
記
す
の
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
）

（
つ
づ
く
）。

環境研究所（日本最大の環境研究機関）


